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2022 年８月 17 日 

 

各    位 

 

会 社 名 株式会社髙松コンストラクショングループ 

代表者名 代表取締役社長    髙 松  浩 孝 

（コード番号 1762  東証プライム） 

問合せ先 執 行 役 員    小 田  卓 也 

 （ＴＥＬ 03－3455－8108） 

 

当社子会社元社員に対する刑事告訴について 
 

当社の子会社である東興ジオテック株式会社（本社：東京都中央区、代表取締役社長：瀬高末

広、以下、「同社」といいます）において、本年４月同社元社員（以下「元社員」といいます）

による詐取行為が発覚いたしましたので、本件の概要および再発防止策等について下記の通り

お知らせいたします。 
当社としては、当社グループにおいてこのような重大な法令違反行為が発生したことは誠に

遺憾であり、関係者の皆様には、多大なるご迷惑とご心配をおかけしておりますことを深くお詫

び申し上げます。 
 

記 
1．詐取行為の概要 

本年４月、元社員が複数の協力会社との取引を利用し、自らに還流させる方法で、金銭や商品

券、総額 126 百万円以上を詐取していたことが発覚いたしました。 

弁護士等の社外の専門家も含め徹底した調査を行った結果、元社員が 6 年以上にわたり経常

的に金銭の詐取を行っていたことが認められたため、当該調査結果を踏まえて、同社は元社員を

８月９日付で懲戒解雇し、今後、刑事告訴を行う予定としております。 
同社では、刑事告訴を行った場合には、警察等の捜査機関の捜査に全面的に協力し、事実の徹

底的な究明に努めます。 
 
2．再発防止策 

同社はこのような不正行為がおこなわれたことを真摯に受け止め、コンプライアンスの強化

をはじめ、抜本的な組織体制の再構築など実効性ある再発防止策を講じます。 
具体的には同社で問題のあった事業部門を他の事業部門に統合した上で、健全な牽制機能が

働く体制を構築してまいります。また同社全社員に集中的にコンプライアンスに関する再教育

を行ってまいります。 
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3．業績への影響について 
本件の不正行為による支出は過年度に同社において工事原価で処理されたものであり、過年

度各期の決算に与える影響は軽微であることから、過年度の有価証券報告書、四半期報告書、内

部統制報告書および決算短信の修正を行う予定はありません。 
 

以上 
 


